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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国内陸部の農村女性の出移民と不動性についての考察である。中国をフ
ィールドとした従来の実証的ジェンダー研究は、沿海部都市に出稼ぎする女性や、夫が出稼ぎし村に残る女性
（「留守婦女」）を取り上げてきた。本研究はこうしたケースのほか、近距離での移動にも目を向けた。山西省
でのフィールドワークでは近距離を移動する男女のケースを多くとらえた。高齢になって土地を返納した後の家
計困難を解決するため県城で家事労働者として働く女性や、小学校の統廃合のなかで子の就学のために県城に移
動する女性など、移動する/しないという選択の背景にはさまざまなジェンダー関係があることが明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：This research focused on rural women's emigration and immobility.  Existing 
studies on gender and migration in China have mostly focused on women's long distance migration to 
economically developed coastal areas, or on so-called "left-behind women" in the villages whose 
husbands have migrated to such areas.  This research paid close attention to short-distance 
migration as well as long distance migration because in the fieldwork in rural Shanxi, many women 
migrate short distance such as to county town (xiancheng). For example, an old rural woman who has 
surrendered her family land to the government now works as a domestic worker in a county town 
because she and her husband cannot sustain their life in the village without the land.  In another 
example, a woman moved to the county town with her son because his school in the home village was 
abolished.  This research analyzed Such cases carefully to understand the gender relations behind 
women's decision-making of migration.

研究分野：ジェンダー研究、社会学
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１． 研究開始当初の背景 
 
中国の農村-都市間移動については、沿海部
と内陸部の経済格差にプッシュ-プル要因を
とらえるマクロ的研究（厳 2005）、人口流動
の実態調査（大島 1996）移動を通じた農民
の生存戦略についての質的分析（黄平 1997）
など多くの研究蓄積がある。ジェンダー視点
による研究も近年になって増えつつある。統
計資料にもとづいて女性の移動傾向をとら
えるような研究（陸 2009）や、都市におけ
る農村女性主体の経験に着目した研究
（Jacka 2006, 大橋 2011）などの研究がある。 

しかしジェンダー視点に基づく先行研究
には、送り出し側から移動をとらえる分析が
少ない。この状況は国際移住労働を中心とし
た移動とジェンダー研究の動向一般にあて
はまる。たとえば女性による送金の受け手と
いう受動的側面についてのみ焦点が当てら
れ、送り出し世帯が移住者の不在にどのよう
に能動的に対応しているかは見落される傾
向がある（Toyota et al. 2007）。 

中国研究でも移動プロセス全体への関心
において農村世帯に目を向ける Fan（2009）
などのアプローチをのぞき、送り出し社会に
ついてのジェンダー分析はほとんどおこな
われてこなかった。また移住労働研究では
「不動性」（immobility／移動しない状態）
についての考察が抜け落ちてきたことが指
摘されており（Hammer et al. 1997）、この
指摘は中国の移住労働研究・ジェンダー研究
にもあてはまる。 
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２．研究の目的 

今世紀に入って中国の女性移住労働人口
は増加し、15 歳～29 歳の若年層で男性を越
えるほどになった。しかし 90 年代まで移住
労働人口のジェンダー比は男性に偏ってい
た。今日でも 30 代以上の年齢層では女性の
移動は減少するという。「不動性」は内陸部
農村における女性のさまざまな社会的配置
を理解する上で重要な概念であると考えら
れる。 

そこで本研究は、中国内陸部農村の女性に
おける「移動すること」（出移民）と「移動
しないこと」（不動性）の社会経済的意味を
ジェンダー視点から再検討することで、先行
研究に抜け落ちてきた送り出し農村の社会
的動態性を明らかにしていく。 

 
３． 研究の方法 

 
 本研究では、女性の「出移民」と「不動性」
という現象を基軸として、現代中国のジェン
ダー秩序を 6 つの分析水準〔①主体、②世帯、
③コミュニティ、④送り出しポリティクス、
⑤受け入れポリティクス、⑥マクロ要因〕に
おいて把握し、この秩序における内陸部農村
の動態的位置について考察をおこなった。 

①②③④の水準に関連して、中国内陸中西
部に位置する山西省太原市近郊のX県におい
てフィールドワークを実施し、女性たちが実
際に移住労働をおこなう／おこなわないと
いう決断がどのような社会経済的関係のな
かでおこなわれているのかを、聞き取り調査
をもとに分析した。 

 ⑤については、X 県からの出稼ぎが多い北



京や太原において資料収集や、現地研究者や、
農村出身女性のエンパワーメントをおこな
っているNGO等で活動するアクティビストへ
の聞き取りをおこなった。太原市では、山西
省内から多くの出稼ぎ労働者を受け入れて
いる富士康（Foxconn）の工場で参与観察を
おこなった。また、X 県の県城（県の人民政
府がおかれる小都市）では移動女性への聞き
取りを中心としたフィールドワークをおこ
なった。⑥については中国のマクロな社会経
済構造の変化に着目し、農村女性たちの移動
へのインパクトを分析した。 

 
４．研究成果 
 
(1) 女性の「出移民」（長距離） 
 X 県は山西省省都の太原から高速道路で 3
時間ほどの距離に位置する農村地域である。
本研究では、県内の 6つの村落および県城に
おいて女性の「出移民」と「不動性」の状況
を把握した。 

研究開始にあたっては、X 県からほど近い
都市である太原や陽泉、同じく内陸中西部の
大都市である西安、あるいは比較的移動が容
易で就労機会が豊富な首都北京への出稼ぎ
が多いのではないかと想定していた。とりわ
け太原市にはApple社の製品の下請けをおこ
なう富士康(Foxconn)の工場があることから、
とりわけ若年女性の出移民がみられるので
はないかと期待した。 

 実際、未婚女性のなかにはこれらの地域の
サービス業（ホテル等商業施設）で働いてい
るというケースも散見された。家族が富士康
で働いているという事例も 2 件あったが、1
件は未婚男性で、1 件は未婚女性だった。こ
れについて、あわせて富士康の工場における
労働者リクルートの状況を参与観察によっ
て確認した。目視で把握した限りでは、高校
卒業程度の学歴をもった男性がやや多かっ
た。女性は全体の 4割程度を占めているよう
だった。富士康の内部関係者に対しては聞き
取りができなかったため詳細はわからない
が、リクルートの仲介をおこなっている業者
によれば、山西省内でもやや遠方の地域から
の出稼ぎがほとんどであるという。 

 既婚女性については、長距離での出稼ぎの
ケースはほとんど見られなかった。例外とし
て、売買婚の結果として貴州等からこの地域
に「嫁いで」来た女性が、「不在になってい
る」というケースを 2 件聞いた。1 件は浙江
省に出稼ぎに行っており、もう 1件は貴州に
戻っているということだった。本研究の想定
を越えて、農村のジェンダー関係の複雑さに
気づかされるケースであったが、実際には詳
細の聞き取りはかなわなかった。 

 

（2）女性の「不動性」 
 フィールドワークで見聞きしたケースで
は、20 代から 40 代の既婚女性は農作業を担
いながら家で過ごしているケースが多かっ
た。とりわけ子どもが小さい場合は、子ども
を残して（「留守児童」）父母が出稼ぎをして
いるケースは見られなかった。ただし、村を
出たことがないという女性は多くはなく、か
つて太原市や陽泉市、X 県県城等での出稼ぎ
を経験した女性が大多数であった。 

夫が現在出稼ぎ中という女性（いわゆる
「留守婦女」）も同様であり、自分は村に残
り、家のことに専念しているということだっ
た。こうした「留守婦女」のケースでは、夫
は太原市や X県県城など、数時間で行き来で
きる距離での出稼ぎをしていた。実際には数
ヶ月に1度戻ってくるというパターンが多か
ったが、携帯電話を使って日常的にやりとり
しており、常時不在であるという感覚はかな
らずしも強くなかった。これは X県の地理的
状況に起因するものと思われる。 

また、夫の出稼ぎは子どもが大学等を卒業
して自立するまでという回答が多かった。た
だし子どもがすでに働いていても、現金収入
を得られるうちは夫が出稼ぎするというケ
ースも何件かみられた。（3）で見るように、
老後に農業をできなくなったときの経済的
状況を考え、働けるうちに働くべきだという
考えもあるように見受けられた。 

 
（3）女性の「出移民」（近距離） 
 本研究では、近距離移動により注目するこ
とで「出移民」と「不動性」の選択の背景に
あるジェンダー関係の複雑さにも目を向け
ることができた。 

聞き取りの過程で、既婚女性の移動は、男
性に比べても短距離が中心であることに気
づいた。このことは Fan(2000)などでも指摘
されている事実であり、注目に値すると思わ
れた。そこで県城など同一地域で経済的・社
会的に発展している小都市と、農村とのあい
だを行き来するかたちでの移動を選択する
女性たちのことを、重点的に考察することに
なった。 

こうした移動を選択する女性たちのケー
スとしては、2000 年代以降に内陸部農村に
おける小学校の統廃合が進むなかで、子ども
の就学を継続し、よりレベルの高い教育を受
けさせるために、夫と離れて県城で暮らすこ
とを選んだ女性がいた。このように就労目的
ではないが必要に迫られて移動するケース
もあることが窺えた。彼女の周辺では村に学
校がないために子どもとともに移動すると
いうのは珍しいことではないということだ
った。 

別のケースでは、高齢になって夫とともに



農業継続が不可能になり、耕地を政府に返納
した 65 歳の女性がいた。農業を続けること
はできないものの、老後の生活を支えるには
収入が必要であると判断した彼女は、2 年前
から県城の 80 代の女性の家で家事労働者と
して働いている。家事労働者の雇用において
いわゆる「老老介護」が起きている状況であ
る。また、彼女自身、70 代になっている夫の
身体の状態が悪化すれば、村に戻らざるを得
ない。農村地域におけるケア・エコノミーが
女性の短距離移動とどのように結びついて
いるのかについては、今後も議論していく必
要がある。 

いずれも、農村の社会経済状況において困
難を抱えた人びとのなかで、女性が近郊の経
済圏に移動することによって事態を改善し
ようという世帯戦略といえる。こうしたケー
スについては研究が進んでおらず、今後継続
して注目していくことが重要だと思われる。 
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